
　

北
海
道
浦う

ら
か
わ河
高
校
は
、
道
央
の
日
高
地
方
に
あ
る

浦
河
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
町
内
唯
一
の
高
校
だ
。

２
０
１
２
年
度
、隣
町
の
商
業
科
を
有
し
た
様さ

ま

似に

高
校

と
統
合
・
再
編
し
、総
合
学
科
を
擁
す
る
高
校
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
同
校
が
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
（
以
下
、

国
教
研
）
の
指
定
を
受
け
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、
総
合
学
習
）
の
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
16

年
度
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
の
総
合
学
習
は
、
職
業
・
学

問
調
べ
や
社
会
人
講
話
な
ど
の
進
路
学
習
が
中
心
で
あ

り
、
探
究
学
習
の
要
素
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

生
徒
の
気
質
に
も
課
題
が
見
ら
れ
た
。
改
革
を
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
長
の

町立浦河実践女学校として開
校。校訓は「自主・敬愛・努力」。
1948年度、男女共学・現校名と
なり、2012年度、総合学科に再
編。人文科学・自然科学・情報
ビジネス・健康生活・地域文化
の５系列を有する。

設立 １９３２（昭和７）年

形態 全日制・単位制／総合学科／共学

生徒数 １学年約１６０人

２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、小樽商科大、北
海道教育大、弘前大、群馬大、信州大、金沢大、釧路公立大、札幌
市立大に16人が合格。私立大は、札幌大、千歳リハビリテーション大、
天使大、日本赤十字北海道看護大、北海学園大、大東文化大、文教
大などに延べ21人が合格。

住所 〒０５７ー０００６　北海道浦河郡浦河町東町かしわ1-5-1

電話 ０１４６ー２２ー３０４１

Web site  http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/
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P R O F I L E

一
歩
前
に
踏
み
出
す
勇
気
を

生
徒
た
ち
に
与
え
た
い

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を

教
科
学
習
と
関
連
づ
け
、

課
題
研
究
を
学
び
の
総
括
点
に

北
海
道
浦う

ら
か
わ河
高
校

探
究
学
習

変革のステップ

•「総合的な学習の時間」が、進路学習中心で、探
究学習の要素が少ないプログラムとなっていた

•生徒の多くが、指示されたことはできるが、自ら考え
行動できるという状態にまでは至っていなかった

•地元就職者も多く、地域を支える人材育成が必要

背景と課題

実践内容

• 課題研究やボランティア活動などを通して、積極的に
学校外で活動する生徒が増えた

• 進路目的が明確になったことで、生徒の中には道外
の国公立大学や医学部を志望するようになった

•課題研究の導入　学校教育目標と育成を目指す資
質・能力を改めて整理。その達成に向け、「産業
社会と人間」と「総合的な学習の時間」を再編し、
教科学習と関連づけた課題研究を推進

•課題研究の推進体制を整備　キャリアガイダンス
部を設置し、課題研究を進める体制を整えた

•ＩＣＴ教育の推進　文部科学省の研究指定を受け、
ＩＣＴを効果的に活用した授業を推進

成果と展望
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１年次　単元配列表　【主体的・対話的で深い学び】図２

１年次の「産業社会と人間」と各教科・科目の関係を明示し
た単元配列表。２・３年次では「総合的な学習の時間」と各
教科の配列表になる。＊学校資料をそのまま掲載。全体は
は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情
報→高校向け」でご覧ください。

学校教育目標と必要な資質・能力図１

佐
藤
友
洋
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
は
素
直
で
、
教
師
が
指
示
し
た
こ
と
に
き

ち
ん
と
取
り
組
み
ま
す
。
一
方
で
、
自
ら
考
え
、
行

動
す
る
と
い
う
点
に
は
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

に
は
大
学
や
専
門
学
校
が
な
い
た
め
、
生
徒
は
将
来

像
を
描
き
に
く
い
面
が
あ
り
、
卒
業
後
す
ぐ
就
職
し

て
、
地
域
を
支
え
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し

た
生
徒
た
ち
に
、
目
標
や
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
姿
勢
を
育
み
、
社
会
で
役
立
つ
資
質
・
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
総
合
学
習
を
「
学
び
の
総
括
点
」
と
位
置

づ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
思
考
ツ
ー
ル

を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
指
導
を
始
め
た
。
そ
う
し
た
折

に
受
け
た
の
が
研
究
指
定
だ
っ
た
。
同
校
は
「
ワ
ン
・

モ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
（
も
う
一
歩
前
に
）」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、主
体
的
に
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
に

向
け
、
動
き
出
し
た
。

　

ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
総
合
学
習
の
年
間
計
画
の
立

案
だ
。
１
年
次
は
、
問
い
の
立
て
方
や
思
考
ツ
ー
ル
を

習
得
さ
せ
た
上
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
、
２
・

３
年
次
で
は
課
題
研
究
に
取
り
組
ま
せ
て
、
そ
の
結
果

を
全
体
に
発
表
さ
せ
る
会
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

し
か
し
、
課
題
研
究
の
発
表
会
を
視
察
し
た
国
教
研

の
担
当
者
か
ら
、
課
題
研
究
が
調
べ
学
習
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。「『
産
業
社
会
と
人
間
』
と
の

連
携
な
ど
、
総
合
学
科
の
よ
さ
を
生
か
し
た
進
め
方
に

し
、
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
動
く
た
め
に
は
、
学
校
教

育
目
標
を
見
直
す
べ
き
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　

同
校
は
す
ぐ
に
動
い
た
。
当
時
の
校
長
・
教
頭
ら
を

中
心
に
議
論
し
、
校
訓
の
「
自
主
・
敬
愛
・
努
力
」
に

基
づ
き
、
３
つ
の
学
校
教
育
目
標
を
立
て
た
。
そ
し
て
、

各
目
標
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
整
理
し
た
（
図
１
）。

　

次
に
、
１
年
次
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」
を
総
合
学

習
の
土
台
と
位
置
づ
け
た
上
で
年
間
計
画
を
見
直
し
、

「
単
元
配
列
表
」
を
学
年
ご
と
に
作
成
し
た
（
図
２
）。

そ
れ
は
、
各
教
科
・
科
目
と
単
元
が
、
１
年
次
の
「
産

業
社
会
と
人
間
」、
２
・
３
年
次
の
総
合
学
習
の
ど
の
活

動
と
結
び
つ
く
の
か
を
示
し
た
表
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
基
づ
く
教
科
横
断
的
な
教
育

課
程
を
構
築
し
た
。
佐
藤
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
教
科
学
習
の
終
着
点
に
課
題
研
究
が

あ
る
こ
と
を
可
視
化
し
よ
う
と
、
教
務
部
を
通
じ
て

各
教
科
担
当
に
作
成
を
依
頼
し
ま
し
た
。
教
科
学
習

と
課
題
研
究
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
生
徒
は
授
業

◎【自主】物事をよく見て理解し、自ら考え正しく判
断するとともに、主体的・協働的に探究し行動する
ことができる生徒。
　［必要な資質・能力］①関心・意欲・態度　②知識・
技能　③思考力、判断力、表現力
◎【敬愛】自他の人権や生命を敬い尊重する精神を持
ち、多様性を認め合いよりよい人間関係を形成する
ことができる生徒。
　［必要な資質・能力］④想像力　⑤協働性（対話力）
⑥社会性
◎【努力】望ましい自己表現のために不断に資質・能
力の向上に努め、豊かな地域づくりに参画しようと
する意欲を持つ生徒。
　［必要な資質・能力］⑦達成感、満足感　⑧自己肯
定感、自己有用感　⑨実行力、継続力、体力

＊学校資料を基に編集部で作成。

事
業
に
対
す
る
厳
し
い
指
摘
が

新
た
な
課
題
研
究
へ
の
端
緒
を
開
く

北
海
道
浦
河
高
校

佐
藤
友
洋
　
さ
と
う
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
長
。「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

柔
軟
、
か
つ
し
っ
か
り
と
し
た
基
軸
を
持
つ
」

北
海
道
浦
河
高
校
教
頭

羽
石
康
司
　
は
ね
い
し
・
や
す
し

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「『
人
を
活

か
し
、
人
に
活
か
さ
れ
、
人
と
粋
る
』
を
心
に
と
め
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
で
き
る
人
を
育
む
」

北
海
道
浦
河
高
校
校
長

吉
瀬
献
策
　
き
ち
せ
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
校
長

職
は
、
生
徒
と
先
生
の
人
生
を
預
か
る
職
と
心
得
て

力
を
尽
く
す
」

北
海
道
浦
河
高
校

木
村
準
一
　
き
む
ら
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
芽
を
育
て
る
」
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の
目
的
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
教
師
も
他
教
科
と
の

関
連
を
よ
り
意
識
し
た
授
業
づ
く
り
が
で
き
ま
す
」

　

17
年
４
月
に
は
、
主
と
し
て
履
修
指
導
な
ど
を
担
当

し
て
い
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
を
、
総
合
学
習
の
企
画
・
運

営
も
行
う
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
」（
以
下
、
Ｃ

Ｇ
部
）
に
改
組
し
、
す
べ
て
の
分
掌
の
上
位
に
置
い
た
。

　

そ
う
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
課
題
研
究
は
、
生
徒
の

生
き
方
や
視
野
を
広
げ
る
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、「
エ

キ
ス
パ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
タ
イ
ム
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

１
年
次
に
探
究
の
基
礎
を
学
び
、
２
年
次
で
世
界
、
３

年
次
で
地
域
の
課
題
に
基
づ
い
た
課
題
研
究
を
行
う
。

　「
本
校
の
使
命
は
、
地
域
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
で
す
。
世
界
的
な
課
題
を
知
っ
た
上
で
、
地
域

に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
具
体
的
に
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
る
順
番
の
方
が
、
広
い
視
野
か
ら
地
域

に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ
、
進
路
に
も
直
結
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　

１
年
次
で
は
、「
産
業
社
会
と
人
間
」
で
Ｋ
Ｊ
法
や

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、
問
い
の
立
て
方
、
調
査
・

発
表
の
方
法
な
ど
、
課
題
研
究
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。

そ
し
て
、
２
学
期
半
ば
か
ら
、
各
教
科
が
示
し
た
テ
ー

マ
、
例
え
ば
数
学
で
あ
れ
ば
「
黄
金
比
」「
三
平
方
の

定
理
」
な
ど
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
も
の
を
選
択
。
選

ん
だ
教
科
の
担
当
教
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
個
人
で

研
究
を
進
め
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

　

ク
ラ
ス
発
表
で
は
生
徒
と
担
任
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

（
後
述
）
で
評
価
し
、上
位
２
人
を
選
出
。
学
年
発
表
で

さ
ら
に
２
～
３
人
に
絞
り
、
12
月
に
行
う
３
学
年
合
同

の
学
習
成
果
発
表
会
で
発
表
す
る
。
17
年
度
は
、
折
り

紙
の
仕
組
み
を
も
の
づ
く
り
な
ど
に
応
用
す
る
最
新
技

術
に
つ
い
て
研
究
し
た
生
徒
ら
が
、発
表
者
に
選
ば
れ
た
。

　

課
題
研
究
の
進
め
方
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
佐
藤
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
課
題
研
究
に
つ
い
て
、
生
徒
に
共
通
で
伝
え
た

い
こ
と
は
、
学
年
合
同
で
授
業
を
行
い
、
Ｃ
Ｇ
部
が

説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活
動
で
教
科
担
当

が
個
別
に
指
導
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
３
日
前
ま

で
に
Ｃ
Ｇ
部
が
指
導
案
を
作
成
し
、
共
有
し
ま
す
。

Ｃ
Ｇ
部
が
一
元
的
に
統
括
す
る
こ
と
で
、
探
究
学
習

の
指
導
に
不
慣
れ
な
先
生
も
進
め
や
す
く
、
共
通
認

識
や
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　

２
年
次
で
は
、
世
界
を
起
点
に
、
課
題
の
中
か
ら
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
、
①
問
い
を
立
て
る
、
②
調
査
す
る
、

③
分
析
資
料
を
作
る
、
④
発
表
す
る
の
４
ス
テ
ッ
プ
で

課
題
研
究
に
取
り
組
む
。

　

生
徒
は
、「
人
類
の
文
化
」「
自
然
現
象
」「
生
活
や

福
祉
」「
Ｉ
Ｔ
と
ビ
ジ
ネ
ス
」「
地
域
課
題
」
の
中
か
ら

１
つ
を
選
択
。
自
分
が
研
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
、

テ
ー
マ
が
似
て
い
る
生
徒
同
士
で
５
～
６
人
の
グ
ル
ー

プ
を
組
む
。
そ
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可

能
性
」「
医
療
格
差
に
つ
い
て
」な
ど
、改
め
て
研
究
テ
ー

マ
と
仮
説
を
設
定
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
。
Ｃ
Ｇ
部

が
そ
の
仮
説
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
。
内
容
次
第
で
は
、

仮
説
を
設
定
し
直
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

３
年
次
は
、
２
年
次
と
同
じ
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か

ら
１
つ
を
選
び
、「
北
海
道
人
の
育
成
」
と
い
う
観
点

を
踏
ま
え
て
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
研
究
を

行
う
。
17
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
～
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
を
救
え
」「
町
民
が
望
む
理
想

の
ホ
ス
ピ
タ
ル
」「
避
難
所
生
活
の
課
題
と
対
策
」
な

ど
だ
っ
た
。
発
表
と
評
価
方
法
は
１
年
次
と
同
じ
だ
。

　

な
お
、
18
年
度
は
研
究
テ
ー
マ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）

の
17
の
目
標
の
中
か
ら
考
え
さ
せ
た
。

　

課
題
研
究
の
評
価
は
、
１
～
３
年
次
と
も
専
用
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
行
う
。
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
行
い（
図
３
）、

９
つ
の
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
身
に
つ
い
た
と
思
う

分
だ
け
、「
自
己
成
長
グ
ラ
フ
」
の
棒
グ
ラ
フ
の
マ
ス

目
を
色
で
塗
る
。
す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
時

に
ど
れ
だ
け
マ
ス
目
が
塗
ら
れ
て
い
る
か
で
、
自
身
の

成
長
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
生
徒
も
教
師
も
、
そ
の
力
が
身
に
つ
い
た
根
拠

を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が

あ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
れ
ば

よ
い
か
が
分
か
り
、
自
信
を
持
っ
て
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
教
師
も
い
ま
し
た
。
生
徒
も
取

り
組
み
の
意
義
を
理
解
し
、
意
欲
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

17
年
度
の
３
学
期
に
は
、
Ｃ
Ｇ
部
と
教
務
部
の
協
働

で
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
土
台
と
な
る
「
コ
ア

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
を
基

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
評
価
し
、

自
身
の
成
長
を
可
視
化
さ
せ
る

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トがある。

Ｃ
Ｇ
部
が
取
り
組
み
を
主
導
し

教
師
間
の
意
思
統
一
を
図
る
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「平成 29年度　３年次　課題研究（ＥＴ）ステップ２　活動評価」図３

「ＥＴ評価項目」には、同校が育てたい「９つの力」のうち重視する資質・能力を明記し、学校教
育目標との連動を図っている。＊学校資料をそのまま掲載

に
全
教
科
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
、
評
価
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

　

同
校
で
は
、
総
合
学
習
の
改
革
と
並
行
し
て
、
15
年

度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の
「
次
世
代
の
教
育
情

報
化
推
進
事
業
（
情
報
教
育
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査

研
究
）」
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
１
ク
ラ
ス
分
配
備

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
各
教
科
で
活
用
。
ま
た
、

北
海
道
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
、

て
い
る
。
生
徒
の
事
前
・
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

見
る
と
、
課
題
で
あ
っ
た
主
体
性
や
メ
タ
認
知
能
力
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
自
己
評
価
が
上
昇
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
率
も
上
昇
し
、
進
路
選
択
に
も
幅

が
出
て
き
た
。
羽は

ね
い
し石
康や

す

司し

教
頭
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
課
題
研
究
を
通
し
て
、『
Ａ
大
学
を
訪
問
し
て
、

Ｂ
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
』と
、自
分
で
連
絡
を
取
っ

て
話
を
聞
き
に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
学
校
外
に
出

る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
大
学
進
学

の
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
、
17
年
度

に
は
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り
、
国
立
大
学
医

学
部
に
合
格
し
た
生
徒
が
出
ま
し
た
。
医
学
部
を
目

指
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。
道
外
の
大
学
を
志

望
校
に
掲
げ
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、『
も
う
一
歩

前
に
』
出
る
勇
気
が
芽
生
え
て
い
る
の
を
感
じ
て
い

ま
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
現
在
の
取
り
組
み
を
シ
ス
テ
ム
と

し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
と
、
吉き

ち

瀬せ

献け
ん
さ
く策
校
長
は
語
る
。

　
「
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
人
格
の
形
成
や
生
き
る
力
と
い
っ
た
教
育
の

不
易
の
部
分
を
実
現
す
る
た
め
に
、
課
題
研
究
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
の
が
、
本
校
の
特
徴
で
す
。

取
り
組
み
の
枠
組
み
が
整
っ
た
今
、
理
念
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
全
校
で
共
有
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
発
展
の
鍵

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
定
着
さ
せ
、
取
り
組
み
を
主
導
し
て
き
た
教
師
が

異
動
し
て
も
、
そ
の
質
を
保
て
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
教
師
自
身
の
資
質
・
能
力
を
高
め
、

さ
ら
な
る
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

自
校
の
学
校
教
育
目
標
に
対
応
す
る
よ
う
改
編
し
、
情

報
教
育
に
関
す
る
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
基

に
、
各
教
科
・
科
目
の
各
単
元
で
育
む
資
質
・
能
力
を
盛

り
込
ん
だ
年
間
計
画
を
立
て
、
指
導
案
に
も
明
記
し
た
。

　

例
え
ば
、
政
治
・
経
済
の
授
業
で
は
、「
幸
せ
な
国
と

は
ど
の
よ
う
な
国
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ー
タ
を
基
に

グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
せ
た
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
捉
え
な

い
よ
う
に
、
生
徒
は
、日
本
と
コ
ス
タ
リ
カ
、任
意
の
２

か
国
に
つ
い
て
、
識
字
率
や
貧
困
率
な
ど
を
調
べ
、
そ

れ
ら
の
結
果
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
グ
ラ
フ
化
し
、
総
合
学

習
で
学
ん
だ
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
を
使
い
な
が
ら
議
論
し
た
。

　

18
年
度
に
は
「Classi

」（
＊
２
）を
導
入
。同
校
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
義
の
教
育
課
程
と
し
て
参
加

を
勧
め
て
お
り
、
生
徒
は
地
域
の
清
掃
活
動
や
町
民
芸

術
祭
の
支
援
な
ど
の
活
動
記
録
を
「Classi

」に
入
力
し
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
活
用
す
る
。取
り
組
み
を
主

導
し
た
進
路
指
導
部
長
の
木
村
準
一
先
生
は
語
る
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
校
内
の
活
動

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
充
実
感
や
地
元
愛
を
持

つ
生
徒
も
多
く
、
自
分
の
体
験
を
言
葉
で
残
し
た
い

と
い
う
思
い
が
、『C

lassi

』
の
積
極
的
な
活
用
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
大
学
入

試
が
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
よ
る
も
の
に
な
っ
て

い
く
中
で
、
活
動
の
振
り
返
り
を
記
録
し
て
お
く
と

い
う
意
識
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

一
連
の
改
革
の
結
果
、
生
徒
は
大
き
な
成
長
を
見
せ

北海道浦河高校

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
録

教
育
の
不
易
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
の
定
着
を
図
る
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